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第一事績   言

 著者ノー人岡本（Dハ襲二「ヒナアルカロイド」特二「アポヒニン系誘導騒ノ肺炎双球菌，連

鎖赦球菌及ビ葡萄赦球菌ノ3病原髄二対スル消毒作用二就テ議紬二報告スル所アリシガ・コ

・ニハ家兎角膜二就テ此等誘導髄ノ局所廠酵作刀jヲ強シタル賢験域績ヲ報告セント欲ス．

  「ビニy」が局所麻麟作用テ呈スル事ノ畑ラレタルハユ907年Thieb証u1tωガ偶々「マラリヤ患者清療ノ

 目的二重駿酸ヒニン」＝尻繋綾ヂ皮下二適用シタル際・英局所二畑賢脱失テ來シダ1レ事テ目撃シタルニ

 始マル毛ノニシテ，同氏ハ更＝「ヒニン」チ局所麻酔薬トシテ手指ノ切断，大膳肋腫ノ摘出，癒灘ノ切

 開・肛門ノ手術等二臆用シテ極メテ有効ナル事テ實讃シ・英ノ卓越セル局所厭醸醐タル事テ揚言セリ．

 Thieb舳1tノ比ノ報告二擦リ，英ノ後B・awn㈹（扁桃朋摘出）He・tエle・a・Roge・s〔4｝（膿嚢内「ドレイン」挿

 人ノ時，試験的開腹術，去勢手術，腫瘍摘出）Sch6pelmann㈹（皮内叉ハ皮下二腱用〕Eph不乱im m（気管

 艶昌氣管枝粘膜ノ肺酔）G乱udieバ5〕（鼻粘膜ノ廠酵）等ノ諸家ハ何レモ「ビニy」テ局所廊酔ノ目的二適用

 シ，充分ナル好果ヂ吸メ得ダハ報督セリ．総レドモ置時「ビニy」ノ局崩麻酔作用二流意チ沸フモノ歩

 ク，之ガ膿用ハ倫一部學者間ニノミ眼ラレ鳩タル手ノノ如シ・（但シCh蝸㎜e（llハ「ヒニン」テ貝テ鼻

 粘膜麻酔ノ目的テ違シ得サリ洲報ジ叉S塾Phir｛9〕二目レハ「』昌y」蹄醇ハ同時二英局所組織ノ障碍チ

 併費セシムト書フ〕、

  総ルニ1910年Morgemoth u・Ginsberg爾氏〔mガ「ヒドロクプレイン系物質二就チノ化學療法的研究

 チナスト同時二「ヒドロクプレイン系ノ「アルキール誘導闇ハ何レモ著シギ局所嚇酔性テ有シ，就中「オ

 イグビソ」（「イツアミールヒドロクプレイン」ノ対キバ篭時知ヲレタル何レノ局所嚇酵割目リモ麹二強大

 ナル作用ヂ呈スルモノナル事チ嚢見スルヤ，舷’擦二學者ノ注目テ喚起スルニ重リ，特昌「ナイグビソ」

 ハ殺菌，知賢麻酔ノ繭作用テ兼備スルノ故ヂ以テ盛ミ臨床家ノ臆用スル所トナレリ．

                    【153】



472 岡 本・宗 支

 今其局所麻酸剤トシテ騰柵セラレタル主ナル報告テ摘記スレバ次ノ如シ．即チ臨床上「オイクピン」チ

始メテ局所麻酔ノ目的二騰用シタルハU㎎町U1〕ニシテ，同氏ハ「オイクピy」ノ2・O％波チr＾ルニヤ」

静脈瘤並二腫瘍警ノ施術二騰用シテ麻酔酌効裂ノ顯著テルモノアルテ認メ，「ナイクビy」廠醸ハrノボ

カイン」＝「アドレナリン」ノソレニ比シ手術後ノ疾病歩ク，耐モ比較的大量チ用ブルト＝E中毒ノ危険ナ

ギノ刺アリト報ぜリ．T口ge・dre1ch（1916）U2丁ハ皮腐癩ノ潰瘍チ形成シ，痩痛激甚ナルモノニ鞘シ「オイ

クピン」ガ殺菌的二叉銀痛的二著効チ示シタル事ヂ纏験シ，同年SOmme・U目㌧・「ナイクビy」ガ混合感染

チ超セル「ヂフテリー」二勤シ殺菌，鎭痛的効果テ現ハシ，強度ノ嚥下困難干靱映セシメタルテ報告セ

リ・綬テHofmam口4〕1並二Schncider｛1引（1917）ハ膀胱結核ノ撃痛激烈，尿意頻歎ニシテ，諸多ノ慶置

ノ無効ナリシモノニ勤シ「ナイクピy」慶置ノ著シク奏効（勿論甥症的ナリ）セルヂ報ぜリ．雨シテH．oi・s

㈹ノ地キバ直腸疾患（肛門裂瘡，痔並二赤痢二綬蟹セル榊経性直腸疾患）ノ落痛二勤シ「ナイクビy」チ

坐藥トシテ適用シ疾病ヂ長時間二五リテ鎭麗セシメ得タリト毒フ．

 就中多藪ノ臨床的實験チ行ヒダルハGmssU7jニシテ，同氏ハ「オイクピン」ヂ局所廠醸鰯トシテ臆用

スル時八手術チ無痛的二行ヒ得ベク而手本齊トヨル知費脱失ハ「ノボカイン」臓用ノ場合判・E3倍モ長

ク持頼スル事チ薩メ，「ナイクヒソ」ハ比較的大量ヲ・用フルトモ中毒ノ危険ナキ事，英ひ2％液バ生蹟組

織二無審ナル事〔但シ。巧％液ハ組織壊死テ來サシムト）及ビ英騒酸麗ハ水溜性ニシテ旦煮沸澗毒可能ナ

ル等ノ諸黙ヨリシテ1之テ有要ナル局所廠麟剤ナリドシテ推奨セリ．総レドモ後Pica・d（1宮〕ハ「オイクピ

y」ハ頑固ナルrレソトダン潰瘍並二尿器系ノ疾病性疾患（就中臓胱結核）二鐵シ顕著ナル鎭痛故効果ヂ齋

シタルモ，之チ「＾ルニヤ」，皮穣嚢腫，療疸箏ノ施術二浸潤厭醇ノ目的二使用シタル㍉知蟹痂酔ノ程

度亜二其持綬ノ馳二於テハ甚ダ溝足ナル成果テ雌メ得タルモ，症例ノ孚敬二於テ組織ノ障碍チ嚢シ，創

傷治癒ノ著シク渥延シタルテ見，而モ油ノ際組織障碍テ減弱セシメyトシ，藻液濃度テ低下セシメタル

ニ充分ナル廊酔的効果テ期待シ待ザリシト報セリ．

 以上列記セル諸家ノ報告チ通魔スルニ「オイクピン」が強カナル局所麻酔作用テ星スルノ融二於テハ最

早野プノ鉄地ナキ事ナル毛叉同時二「オイクピン」ガ局所豚酔剰トシテノ有効濃度竺於テ生髄組織ノ障碍

ヂ惹起シ易キモノナル事チモ認メサルヘカラズ．董シ「ナイクピン」叉ハ「ヒニン」ハ出ノ鉄騎ヂ有スルガ

爲メニ現今此等ノ物質チ局所肺酸剤トシテ使用スル事1稀ニシテ，藥物學的二到底「コカイン」，「ノボカ

イy」ト同列二置ク能ハザルモノナリ．

 四二從來「アポヒニy系物質二銚テハ興藥物學的研究ノ殆ド見〃ベキ毛ノナキハ己島前報二於テ鰯レ

タル鹿ナリ．

第；章 研究材料及研究方法

 （イ）賢験材料

費騒着昌｛染セシ蓄蓄骸，ハ次ノ女ロシ：

1．「アボビニン系誘導麗：

 「アポヒニソ」，「メチールアポヒ三ソ」，「エチールアポヒニン」及ビ「イツアミールアボ七島ン」

2．「ヒドロクプレイン系誘導駿：

 I一エチールヒドロクプレイン」（「オプトヒン」）及ビ「イツアミールヒドロクプレイン」（rナイクピソ」）

3．「クプレ・イソ系誘導誰：「ヒ白ソ」（「メチーノレクプレ・fン」〕

                   【1醐】
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 此等各物質ノ化撃的事項二就テハ曇二蟹表セル「キナアルカロイド」特二「アポヒニン系誘導髄二就チノ

璽鹸化學療法的研究」二詳細ナルテ以テ鉱＝之チ略パ1〕．背比較ノタメ從來ノ代表的局所廊酵螂タル「コカ

イン」ノ作用ヂ毛併セ翰シクリ．實験ニハ此等被験業物ノ中性麗酸髄溶漉テ使用セリ．耐シテ被検物質ハ

線テ純晶ニシテ・特二「ヒニソ」（「メルク製顧基），「オプトヒy」，「ナイクピソ」（共二「チソメル曾紙製）ハ

之チ再三騎製ノ上實験二供セリ．溶液調製二鴬リテ川水素イナン濃度ノ差異ガ實験成績二影響スル慮レア

ルガ敬二，常二「アルカロイド盤襲ノー定量チドリ，之二I／10定規麗醸ノ計算量チ加へ，少量ノ蒸鰯水ヂ

澁ギ，完全二溶解セシメタル後亙二蒸鰯水チ加ベテ所望ノ濃度トナセリ．（被験藥液ノ鰺透睡カ中生理的等張

ナラザ〃ノ憾アレドモ，「アルカロイド」ノ浪痩チ大ナヲシムルノ必要目リシテ綿テ蒸鰯水ヂ溶媒トセリ）．

  （口）實験方法

 實験八大騒嘗テrモルゲンロード」及rギソスペルグ」ガ「ヒドログプレイy系物質ノ家兎角膜二甥スル臓

酔作用テ癒シタル方法二準擦シテ行ヘリ．師チ先ヅ成熟シタル家兎チ固定翻二入レ（頭部ノミチ魎外二曲

ス〕両眼ノ鹿毛及ビ準用圃ノ長毛チ可及的短ク挾切ス，次ヂ開瞼羅（人聞用）チ挿入シ，上下ノ眼瞼テ充分

二開キ深キ鰭膜麗チ形成セシム．次二「ピペット」二被験藥液5蝿チ深リ，之テ前言呂ノ結膜嚢内へ滴下毛シ

メー眼裂ヨリ流漏スル藥液チ補正ツツ，而毛5蝿ガ1分間内二滴下シ終ル程度二一角膜表面テ完全二

面モ正確1二1分間破瞼薬液チ以テ被ハシム（角膜浴）．滴下チ終レハ直二開瞼器チ取リ法リ，以後角膜知箆

ノ敏感度ヂ逐時的二校セリ．

 秤蟹検査ニハ涙管愉直子〔人間用3號〕テ以デシ，該消息子ノ角膜表面接鰯二対シ瞬目運動ヂ越スヤ否ヤ

ニ目リテ知貿ノ有無テ判定セリ（角膜反射）・一般二角膜知覧ガ莞全二脱失シタル場合（印チ完全知費麻醸）

二於テハ涙管澗息子チ以テ英ノ表面テ強グ圧迫叉・・掻擦スル毛生々瞑目運動チ越ス事ナキテ以テ英ノ判定

ハ極メテ容易ナレド毛，知覧麻酔ノ不発会ナル場合（例ヘバ稀薄藥液ノ作用セル蒔叉ハ完全知覚厭醸百リ

ノ知蟹恢復期等ノ鑑含）ニハ其ノ判定八相常困難チ件ヒ，殊二英ノ程度ハ之チ嚴密二厚別シ難キ事テルモ

余等1ハ経験目リシテ，後述實験例二於テ示シタルガ如ク，完全矢唆豚酵ト正覚知箆トノ間二於ケル知蟹鈍

麻ノ程度チ大髄4良二厚別シテ観察セリ．而シテ家兎角膜ノ築物二勤スル感慶ハ可ナリ著シギ個性的相違

テ示スモノナルガ敬二同一一藥物二就チノ賀験ハ少クド毛2－3頭ノ家兎二就テ行ヒ，且ツ叉各藥物ノ作用ノ

比較ハ常二同一家兎ノ左右角膜二就テ行ピタリ（同一家兎ノ左右角膜ノ感度ハ同一ナリ）．簡實際上各薬物

二就テ，其等ノ局所厭醸的二作用スル最少有効濃度チ正確二測知スル事極メテ困難ナリシテ切テ余等バrモ

ルゲyロート」ノ所謂標準蕨醇（No・m皿1aD註；thes1e＝全角膜面ノ釦麗が例外ナク大躍30乃1重90分間二夏リテ

完全二脱失シタル状態）テ球サシムル二足ル最少襲液濃度ヂ以テ各藥物ノ作川強度ヂ比較スル薬トセリ．

第三章費 験 成 績

 角膜ノ藥物二対スル感受性八家兎二因リテ可ナリ者シギ個個1的和逮テ示シタルモ，上記各

築物ノ作用状態テ総括的二述ブ・ノバ大騒次ノ如シ．

  U）rヒニン」

 「ヒニン」ノエ：75液ニテハ適用後約4乃至iO分ラ経テ角膜全面ノ知麗ハ完全二脱失セリ．

而シテ此ノ完全知費麻酔ノ状態ハ約20－30分間存繍シ，次デ漸次廠酔ノ減退テ來セリ．然レ

ドモー般二此ノ知麗快復ノ経過ハ極メテ緩徐ニシテ麻酔ノ減退シ始メテヨリ角膜喪雌ガ完全

島藥液作用前ノ状態二迄復路スルニハ少クトモ100分間テ要スルチ常トセリ（第1圖及ビ第3

                    【155】
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圖b参照）．然レドモ亦稀ニハ1：75液ニテ軍二角膜ノ知琵鈍麻テ來セルノミノ場合そ…アリキ

（第3圏b参照）．「ヒニン」ノ1150液作用ノ場合ニハ適用後4分内外ニシテ既二全角膜面ノ

知畳脱失テ來シ，カ・ル微態ハ30分間以上布綾シ，次デ徐々二廠酵ノ減退テ來セリ．「ヒニ

ン」バ130液作用ニテ八角膜ノ完全知蟹麻酔ハ約80分間二夏リテ存続セリ．

 因二上記各濃度ノ「ヒニン」液ノ作用二際シテハ常二流涙，結膜ノ護赤等薬物二因ル刺戟症

状ノ鰭護スルヲ見タリ．然レドモ此ノ際法シテ角膜叉ハ葉ノ他ノ服組織ノ障碍テ惹起シクル

事ナカリキ．

  （2）「アポヒニン」

 「アポヒニン」バ：75波ノ作用ニテハ適用直後ヨリ結膜ノ著シギ充血，高度ノ涙分泌先進

テ來ス，而シテ角膜知蟹ハ作用I0分後ヨリ（20－30分間二夏リテ）部分的二面モ極靱徴二鈍麻

セルノミニシテ，角膜面ノ大部分ハ殆ド認メ得ベキ程度ノ知愛異常テ來サス，家兎ハ全経過

テ通ジ閉眼シ勝チナリヰ（第1－2圏及ビ第4圏a参照）．

 1：75波ヨリ稀薄濃度二於テハ箪二剤戟症状1チ頚シタルノミニシテ角膜知覚ハ正常ト殆ド同

様ニシテ何等ノ異常テ示サ・“ルカ或八反ツチ正常時ヨリ過敏トナル1チ見タリ．「アポヒニン」

ハ中性盤酸盤トシテハ1：75ヨリ濃厚二溶解シ難キラ貝テ，之ヨリ濃厚液ノ作用ハ之ラ撮ス

ル事能ハザリキ．印チ「アポヒニン」ハ其ノ溶解範園二於テハ家兎角膜二勤シ極軽微ノ知蟹鈍

麻ヲ惹起セシムルノミナルテ知ル，但シ此ノ際カ・ル輕徴ノ知覧異常テ以テ直二「アポヒニ

ン」ツレ自麗ノ局所麻酔性二麟セントスルハ柳カ早計ノ感アリテ，角膜二対シ軍二蒸鰯水ノ

ミヲ作用セシメタル場合二於デモ亦展々「アポヒニン」ノ1175液ト殆ド同程度ノ知蟹鈍麻テ

惹起セル裏アルノ事費ヨリ推シテ，「アポヒニン」ソレ自髄ノ局所麻酔性ハ殆ド之テ無税スル

トモ敢テ不可ナランカ．（蒸溜水ノミニ限ラズー般二溶液ノ否等張性（a1sot㎝isch）ナル事二

因リテ局所知蟹ノ減退テ誘起スル事アルハ既二知ラレタル鹿ニシテ，条等ガ蒸鶴水ヲ皿ナセ

ル角膜試験二於デモ亦英ノ適用後5－0分テ経テ角膜ノ軽度ノ知鐙鈍麻テ來セル場合テ認メ

タリ（第2固参照）．然レドモ此ノ知愛減退ハ決シテ必護的ノ現象二非ズ唯箪二剤戟症状（軽

度）ノモテ嚢シ，角膜ノ知鐙能二何等ノ異常デモ來サ“リシ場合モアリキ，但シ「アポヒニ

ン」作用二因ル刺較症状ハ蒸鰯水作用二因ルモノヨリハ遥二激甚ナリキ）．

  （3）「メチールアポヒニン」

 「メチールアポヒニン」ノ1：ク5液ニテハ適用3分内外ニシテ角膜全面ノ知愛ハ完全二脆朱

シ，北ノ状態ハ約50－70分間二亘リテ存綾セリ．次デ徐々二麻酔ノ減退ヲ球シ約工O〇一20分

ニシテ金ク正常秋態二迄復麟セリ（第3圖a及ビb参照）．耐シテ「メチールアポヒニン」作用

ノ場合二於デモ亦「ヒニン」二於クルト同隊常二心ズ多少ノ度二於テ刺戟症赦ノ防護スルラ見

タリ．

 因二同一家兎ノ左右角膜二就テ同一濃度ノ「メチールアポヒニン」及ビrヒニン」液ノ作用テ

比較シタル實験二於テハ「メチールアポヒニン」二因ル知費麻酔ノ持綾時間ハ「ヒニン」ノソレ

ζ比シ常二編長ヰラ観タリ（第3国a及ビb参照）．師チrメチールアポヒニン」八局所麻酔作

                  【1駒】
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周テ星シ、而モ英ノ動カハ「ヒニン」ノン1ノヨリモ稿甥キラ識ル．

  （4）rエチールアポヒニン」

 「エチールアポヒニン」ノ1：75－I00液二因リテハ適用3分後ニシテ既二全角膜1面ノ知愛晩

朱チ來セリ。而シテ此ノ完全麻酔ノ赦態ハ約50一ア0分間存縷シ，次デ極メテ徐々昌麻酔ノ減

退デ來シ約90分間ニシテ薬液作用前ノ知蟹状態二役蜻セリ（第4圏a友ビb参照）．

 1：300液ニテハ適用5－6分饅ヨリ約15分間二夏リテ角膜ノ知鐙鈍麻ラ來セルノモナリ寺．

 因二以ヒ各濃度ノ「エアールアポヒニン」波ノ作用二際ンテハrヒニン」ノ場合二於クルト同

様常二軽度ノ結膜充血，涙分泌ノ尤進等；薬物二因ル刺戟症状ノ併護スルヲ見タリ．

  （5） 「オブトヒン」

 「オブトヒン」ノ1：ク5－OO波ノ作用二因リテハ全角膜面ノ知彊ハ適用3－6分後ヨリ30－

50分間二夏リテ完全二脆朱シ，次デ極メテ徐々二麻酔ノ減退テ來セリ．

 而シテ「エチールアポヒニシ」ト「オプトヒン」トノ作用デ同一家兎ノ左右角膜二就テ正確二

比較シタル實験二於テハ「オプトヒンJノ麻酔作用ハ「エチールアポヒニン」ノソレヨリモ常二

箱微弱ナルヲ見タリ（第4圖b参照）．

  （6） 「イソ’アミー’レアポヒニン」

 「イソアミールアポヒニン」ノ1：1，000（一2，000）液二因リテハ適用5－8分後ニシテ既二

全角膜面ノ知餐脱失テ來シ，比ノ完全麻酔ノ状態ハ約50－120分間二夏リテ存綾セリ．而シ

テ此ノ場合二於デモ亦知蟹族復ノ経過ハ極メテ緩徐ニシテ，麻酔ノ減退シ始メテヨリ角膜知

寛ガ全ク正常状態二迄復麟スルニハ少クトモ70分ヲ要スルチ常トセリ（第5圏参照）．

 「イソアミールアポとニン」ノI：300液ニテハ麻酔効カハ更二著シク，角膜知鐙ハ5分後ニ

シテ完全二脆朱シ，3－5日後二至ル毛筒依然タリキ．

 倫一般二「イソアミールアポヒニン」ノ適用二際シテ八相當著シヰ刺戟症状ヲ護シ，殊二葉

ノ1：300液作用ノ場合ノ如キバ角膜ハ白ク濁濁シ，英ノ表面ハ不平粗鑓トナリ，上下眼瞼ノ

外翻チ來シ，眼球，眼瞼ノ爾精膜ハ強ク護赤，腫脹スル等著シギ組織障碍テ件7事ヲ見タ

リ．然レドモ此等ノ講症状ハ何1ノモ麻酔ノ減退スルニ從ヒ漸次消退シ途ニハ何等異常テ賭ス

事ナクシテ快癒スルヲ常トセリ（北ノ障碍作用ハ主トシテ藥物ソレ自騒ノ毒作用二因ルモノ

ナランモ，倫麻醗長明二夏リテ存綾シ，此ノ間家兎ハ晦日蓮動デナス事稀ナルガ爲メ，組織

ノ乾燥テ來ス事等モ亦確二其ノー因チナスモノ・如シ）．

 倫同一家兎ノ左右面角膜二就テ「イソアミールアポヒニン」ト「コカイン」トノ麻酔作用テ比

較シタルニ，前者ノ1：1，300－1，400液二因ル効カト後者ノ1：50液二因ルモノトハ略相匹敵

スルヲ知レリ（第6圖参照）．

 副チ此ノ両者テ軍二家兎角膜二対スル麻酔効カニ就テ比較スル時ハ「イソアミールアポヒ

三ン」ハrコカイン」二比シ26－28倍強大ナル作用テ有スル事トナリ，＝如何ニモ優秀ナル局所

麻酔剤タリ得ルカノ如ク思惟セラルベシ，然1ノドモ箪二動物實験上ノ成績ヨリ観ルそ…，「イ

ソアミールアポヒニンJ（「アポヒニン系誘導鑓並二英ノ池ノ「ヒナアルカロイド」二戯デモ大
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鰹司礒ナリ．）八局所麻韓剃トシテハ（ユ）簗夜テ適胴シテヨリ完全廠曄ヲ來ス違ノ時間ハ著≡

シク長キ事（「イツアミールアポヒニン」ノ5－8分二対シ，「コカイン」ハ健二30秒ナリ）．

 （2）生麗組織二聾シ著シヰ刺較並二障碍作用テ星スル事．（3．）完全麻酔ヨ，ノ知鑑恢復ノ

経過ハ極メテ緩徐ナル事

 等ノ鉄馳ヂ布シ，到底「コカイン」二匹敵スルモノニアラザル事テ見クリ．

  （7） 「オイクピン」

 「オイクピン」ノ1：i．000液二因リテハ作用5－8分後ヨリ角膜触箆ハ約30…00分二夏リ

テ完全1二脱失1シ，後趣メテ徐々二麻雅ノ減退テ來セリ（第5囲象照）、其ノ1：300液二困リテ

ハ藪目間二夏ル完全知覚麻豚テ來シ，而モ此ノ際常二百ナリ彊度ノ角膜或ハ結膜組織ノ障碍

テ隆伴セリ．．

 愉同一家兎ノ左右角膜二就テ，同一濃度ノ「イソアミールアポヒニン」及ビ「オイクピン」液

ノ作用ヲ比較シタル質1験二於テハ「オイクピン」二因ル完全知蟹麻酔ノ持続時間ハ「イソアミ

ールアポヒニン」二因ルモノニ比シ常二相短寺テ観タリ（第5闘参照）．師チ「オイクピン」ハ

「イソアモ■ルアボビニン」ヨリモ局所麻酔作用欄弱キヂ識ル．

 以上言巳述セル鹿ハ各築物ノ作用状態ノ概略ナル・ガ，狗次二家兎角膜ノ薬物二勤スル敏感

度ノ個性的差異テ可及的考慮シ，各薬物二就テ其等ノ「モルゲンロート」ノ所調標準麻酔

（Norma1a・童sthεsie）テ惹起セシムル二足ル最少有効濃度チ求ムレバ大髄第工表二示スガ如

ク，之テ圖示スレバ第7圃ノ如クニシテ，之二依ツチ各薬物ノ局所麻酢カノ彊弱テ容易二樹

上ヒシ得ベシ．郎チ

 （1）「アポヒニン系物質二於テハ「イソアミールアポヒニン」ノ局所麻酔作用ハ特二強大ニ

シテ，「エチールアポヒニン」ハ之二盟グモ「イソアミール髄二比スレバ遥二微弱ナリ．而シ

テ「エチールアポヒニン」並二「メチールアポヒニン」ノ局所麻酢作用ハ「ヒニン」ノンレヨリモ

明二強大ナルテ識ル．（「エチール鶴ノ方ガrメチール鎧ヨリモ健二彊シ）．

 （2）「アポヒニン」ノ「アルキール誘導髄ハ之二該蛍スル「ヒドロクプレイン系ノ誘導鶴ヨリ

モ局所麻酔作用稿彊キナ識リ得ベシ（「イソハールアポヒニン」〉「イゾア｛一ルヒドロクプ

レイン」，「エチールアポヒニン」〉「エチールヒドロクプレイン」）．

              第    1   表

「アポヒニン系誘導鰐
1’ヒドロクプレイン系

誘導麗 「ゴカイ

化事物質 「イソアミ 「エチー 「メチー
「アボヒニ 「ビニy」

一ルアボヒ ルアボヒ ルアポヒ
「オプ1・ 「オイク

ニン」
y」 ヒy」 ピy」 yJ

，ニン」 ニン」

濃  皮
工：1300 L75口 1：75

エ：75ミテ

一1400 100 無作用
1：30 1：75 1：1200 1150

〔誰〕一…・…全角膜面Iノ敏感度ガ薬液作用前ト全然同様ノモノ（印チ油、良、千テ以テ角膜面テ軽擁スルヤ，

     直二反射的瞬貝運動ヲ’超ス手ノ）．

 士＾… 角膜知賢ガ正常目リバ幾分鈎疏セルカト思ハルルモノ．
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十川 …角膜知費ノ減退セル事ハ確實テルモ，其程度ハ窩軽ク，澗息子二目ル睡遣二勤シ瞬貝運動

    チ越シ易キモノ．

仲及拙…角膜釦琵ノ減退ノ程痩ガ十ト榊トノ中間ニアルト悪ハルルモノニシテ，角膜面ノ大部分ハ

    澗，急、子ノ慶道二…1リテ瞬目運動テ趣ス事ナキ・E・一部分ハ簡該運動テ越ス事アル記ノ・而

    シテ州ハ付目リモ知蟹減退ノ程度ヤ・晒キモノ・

冊… 一全角膜面ノ知壁ガ完全二脱失シ，澗．薗、千テ以テ典表面テ強ク睡迫叉ハ擦過スル毛全然晦日

    運動テ超ス事ナキモノ。

       第  1  圃

有眼11：75麗酸ヒニン液，5蝿1分間．

左眼11175麗酸アボヒニy液，5姥1分間．
    o・・・・… o“一一・o・一一一・一一．o

摘要：角膜知賢ハ「bニン」ノ1：75濯作用ニヨリ
    テ15分間二亘リテ完全二脱失ゼルテ見ル
    毛，「アポヒニy」ニアサテハー時健二鈍

    臓セルノミ．

僻

       第  2  圖

左眼11：75麗酸アポヒニン液，5蛯1分間。

左眼1蒸鰯水，5鶴エ分闘．
      o・一一一一一一〇．．．．．。．o一一一一一・一〇

摘要：1：75「アポヒニン液ニョ切テ惹起セル釦登三

    鈍廓ハ箪二蒸麗水ノミテ作用セシメタル時

    ノソレト殆ド同程度ナゾ

1・

麻
酔
 十夜

土 ㌻一1ぺ

冊

t

jo   〃   9o
3〆  〃  卯’ 〃ポ  ’れ’

守胤㈱一一→

右眼1

左眼：

摘要；

冊

什

廿

十

3抄

    第 3 国一a．

1175璽酸ビニy漁5蛭1分間．

1：75頭酸メチールアポヒニン液，5乾1分間．
o・一・・… o一・・・… o．一一一、一一〇

ユ：75液作用二…1ル角膜ノ完全知費廠酉締績時

間ハ「七二y」＝アリテハ32分，「メチールア
ポヒニソ」ニアリテハ55分ナリ．

「
＼

句

㌔

レ列
   一

   むφ・・→

       じ… 一・o

右眼：

左眼：

色’

     第 3 圖 b．

1：75盤酸メチールアポヒニン液，
齪j一心．巾“．

1：75盤酸ヒ畠y渤5蛭1分間．
   o・““・・o一一一一一一一〇．．．一一一。o

5晩1分間．

冊

廿

十

±

ポ

 9’’マ

g亙’一 @〇一一一一一一一q

’         、
l              o’．一｝、・一’“・I・・q

‘              ＼
＼

〃’   ’パ   ”’   〃パ   〃’’  ”，
3〆   “’  9’  ∫〃・  ’〃・ 〃〆  三〃’
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        第 4 圏2．

右眼…1175鯉酸アポヒニン液，5壇…1分間．

左眼11：75襲酸エチールアポヒ白y液15準1分間・
   o．、一、。一．o一．．．．．．o”・・… o

摘要：角膜知覚ハ「エチールアポヒ自ソ」ノ1：75液二目リテ

   75分間二亘フチ完全二脱失ゼルテ見ルモ，同濃度ノ
   「アポヒ畠ン」二≡1リテハ僅微畠銑廊セルノミ．

十

十

±

㌣’一一’伽’…伽『

1         、

       、

＼

パ  “・ 3、・ 〃’ 伽’ 〃’ ’〃’

右眼1

1左眼：

摘要1

冊

什

十

｛

   第 4 圖b．

11100態酸エチールアポヒ邑ン液，5姥1分
間．

1；100勇饒西菱オフ。トヒニ■液， 5莚看1分間．

o・・一・一一一〇一・・。… o。．。。一．一．0

11100潅作用二目ル角膜ノ完全嚇酔指績時間

ハ「エチールアボビニy」ニア！1テハ70分，

「ナフトセy」ニアーテハ28分ナリ．

ユ’‘．’

＼

o・刊

φ

’   雛
         ．白価 ㌔
         雫
 ＾                一

 、     身
 トペ    ’

＼

〃   伸一 勿，  ’～o’ ’州’ 〃〆

左眼：

左眼：

・摘要1

十

†

±

   第  5 圖
1：二1．OOO璽酸「イソアミールアホーヒ’ン液

1：1刀OO盤酸rナfグセy液
 o．．、．．．．o・一・一一一一〇一一一一・・一〇

111・000液作用畠冒ル完全知貿蕨醸持頼時

間ハ「イソアミールアポヒ昌ン」手アリテハ約

50分，「ナイグビン」ニアリテハ約30分ナリ・

〃’〃’

 1   l
 ．    ，

1 台
1    t
l   、
・     、
一       、

．  ㍗
     ＼

     し一べ

         qH

Jo’   6ポ    タが   ／40’  ！よ。’

右眼1

左眼：

摘要：

十

十

ま

・ポ

φ

  第  6 圖
1：〔50襲酸コカイン液，5晩1分問一

1：1・400盛醸イツアミールアボi＝ニン
覇童， 5，毛ユ分聞。

o一．，、．。。o，。。。1…o、。．，一一・o

完全痂酵持頼時間ハ「ツカイッ」（1150）

昌アサテハ60分， 「イゾア…一ルアポヒ
昌ン」（111，400）ニアリテハ65分ナリ．

     ．㌣

      か一一〇9
         、
         、
         々
         、
         、

          ミ

           b－o

力’  〃’  デロ’ ！ψ’  ’〃’
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1：工。400

1：1，300
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111，1OO

1：1．000
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11800

1：700
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1，300

11200

工1100
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第  7  圖
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 〔附〕条等ガ「ヒ自ン」，rナフトヒソ」並昌「ナイグビ

   ソ」テ用ヒテ得タル知麗麻酉季試験ノ成績ハ「モル

   ゲツロート」ノソレ：殆ドー致セリ．

 最後二以上ノ實験成績ヨリ「ヒナアルカロイド」

ノ化學構造ト英ノ生理作用（局所麻酵性）トノ間二

如何ナル關係テ見出シ待ルヤニ就テ柳カ考察ヲ試

モンニ，先ヅ第一二注日スベ寺ハ「ヒニン」ヨリ

「メチール基ヲ奪取シテ得タル「アポヒニン」ガ殆

ド金ク局所麻酵作用テ星セザルニ拘ラズ，「メチ

ール」：叉ハ「ユチールアポヒニン」カ’何レモ彊キ

作用テ布スルノ事費ナリ．北ノ事費ハ少クトモ

「ヒナアルカロイド」ノ局所麻酢作用ノ護現ニハ其

ノrヒノリン核二於ケルー0H基ガ「エーテル化セ

ラル・事ノ必要ナルテ示スモノナリ．而シテ「メ

チールクプレイン」（師チ「ヒニン」）ヨリモ「メチ

ールアポヒニン」ガ局胡麻酔作用強ク又「エチール

ヒドロクプレイン」（「オブトヒン」）ヨリモ「エチ

ールアポヒニン」ガ作用強大（或ハ「イソアミール

ヒドIロクブレイン」ヨリモ「イソアミ｝ルアーポヒニ

ン」ガ強大）ナルノ事費ヨリシテ「アポヒニン」，

「ヒドロクプレイン」及ビ「クプレイン」ノ「アルキ

ール誘導魑中「アポヒニン」テ基礎トセル誘導騒ガ

作用最モ強大ナル事ラ認知スル1チ得ベシ．叉「ア

ポヒニン」ノ各誘導鑓テ比較スル時ハ共ノ「ヒノリ

ン核ノーOH基二結合スル「アル中一ル」ノ高級ナ

ルモノ程麻酔効力強大ナルベキテ推定シ得ベシ．

第四章 結   論

 既述ノ實験成績ヨリ緒論スル事次ノ如シ：

 1．rアポヒニン」ノ1：75液テ作用セシムル時ハ先ヅ涙分泌ノ著シギ光進及ビ結膜ノ充血テ

球シ，次デ角膜ノ極軽微ニシテ而モ部分的ナル知鐙鈍麻ラ來ス．然レドモカ・ル程度ノ知螢

鈍麻八角膜二列シ箪二蒸鰯水ノミテ作用セシメタル場合ニモ亦護現スル事アルヲ以テ「アポ

ヒニン」ハ殆ド局所麻酔性テ有セサルモノト藪スベキテリー

 rアポヒニン」ハ中性駿酸駿トシテハ1：75ヨリ濃厚二溶解シ難ク從ツチ之レ以上ノ濃厚液
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ノ角膜作用ハ之テ検シ得ズ．新ノ如ク「アポヒニン」ハ殆ド局所麻酵作用テ星セザレドそ…英ノ

rメチール：，「エチール＝，及ビ「イソアミール誘導髄ハ何レモ著シギ麻酔作用テ星ス．

 而シテ「イソアミールアポヒニン」ノ局所麻酢作用ハ特二強大ニシテ「エチールアポヒニン」

ハ之二亜グモ「イソアミール鎧二比スレバ遥二微弱ナリ．耐シテ「エチールァポヒニン」並二

「！チールアポヒニン」ハ「ヒニン」ヨリモ局所麻酢作用強大ナリ（「エチール麗ノ方ガ「メチー

ル髄ヨリモ梢彊シ）．

 2一「コカイン」テ皿テ標準麻酔ヲ惹起セシムルニハ1：50ノ濃厚液テ要スルそ…rイゾアご一

ルア、ポヒニン」二因リテハ健二i：1，300－1，400液ニテ足ルカ敬二「イソアミールアポヒニン」

ハ「コカイン」二比シ26－28倍強大ナリ．然レドモ之二因ル知黄麻酔ハ「コカイン」ノ場合二比

シ著シク遅ク來リ，且興ノ消退甚ダ緩徐ニシテ，加7ルニ常二剤較症状デ併護スルノ鉄瓢ハ

殆ド葉ノ局所麻酔藥トシテノ贋値ヲ夫ハシム・

 3 「イソアミールアポヒニン」ハ「オイクピン」ヨリモ叉「；〔チロルア・ポヒニン」ハ「オブトヒ

ン」ヨリモ家兎角膜二醤スル知鶯麻酔作用健二彊シ，自Pチ「アポヒニン」ノ「アルキール誘導誰

ハ之二対廠スル「ヒドロクプレイン誘導髄ヨリそ…局所麻酔作用梢彊キナ識ル．

補筆スル畠當リ恩師石坂㌣授ノ御指導二深謝ス，
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